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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
は
何
か
と

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
連
日
の
ご
と
く
詐
欺
事
件
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
レ
オ
レ
と
家
族
を
装
う
詐
欺
か
ら
、
新
し
い
制
度
で

十
分
理
解
が
で
き
て
い
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
詐

欺
へ
と
、
あ
の
手
こ
の
手
と
品
を
変
え
、
高
齢
者
を
狙
っ
て
詐
欺

師
が
暗
躍
し
て
い
ま
す
。
被
害
者
が
一
人
で
も
少
な
く
な
る
事
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
僧
侶
が
、
お
追

善
や
機
会
あ
る
ご
と
に
詐
欺
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
話
を
す
る
こ

と
も
、
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
「
檀
信
徒
か
ら
は
、
詐
欺
被

害
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
取
り
組
ん
で
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
全
日
本
仏
教
会
の
代
議
員
会 

（
平
成
二
十
七
年
十
月

三
〇
日
開
催
）
で
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
に
迎
え
る

財
団
創
立
六
十
周
年
の
記
念
事
業
を
未
来
に
つ
な
げ
る
契
機
と
す

る
た
め
、
「
全
日
本
仏
教
徒

会
議
福
島
大
会
」
と
「W

F
B

（
世

界
仏
教
徒
連
盟
）
世
界
仏
教

徒
会
議
日
本
大
会
」
の
二
つ

の
会
議
を
、
記
念
事
業
の
主

た
る
柱
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
を
中
心
に
、
以
下
の
点
を
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

一　

加
盟
団
体
協
力
金
及
び
勧
募
に
つ
い
て
は
、
現
在
加

盟
団
体
協
力
金
約
二
千
万
円
（
目
標
の
約
四
十
％
）
。
（
当

徳
島
県
仏
教
会
は
納
付
済
み
で
す
。
）

二　

第
四
十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
福
島
県
に
お
い

て
二
〇
一
七
年
秋
に
開
催
す
る
。
日
程
中
に
、
東
日
本
大

震
災
犠
牲
者
七
回
忌
お
よ
び
阪
神
淡
路
大
震
災
二
十
三
回

忌
の
法
要
を
予
定
。
ま
た
第
二
十
九
回W

F
B

世
界
仏
教
徒

会
議
・
第
二
十
回W

F
B
Y

世
界
仏
教
青
年
連
盟
日
本
大
会

を
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
〇
年
）
秋
に
開
催
予
定
。
会
場

は
千
葉
県
内
ホ
テ
ル
お
よ
び
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
（
神

奈
川
県
）
を
予
定
。

三　

厚
生
年
金
加
入
促
進
問
題
に
つ
い
て

　

一
昨
年
末
頃
か
ら
、
中
国
地
方
を
中
心
と
し
て
日
本
年

金
機
構
か
ら
宗
教
法
人
に
対
し
て
厚
生
年
金
加
入
に
関
す

る
強
引
な
勧
誘
報
告
が
あ
り
、
年
金
機
構
と
の
協
議
を
重

ね
た
後
、
厚
生
労
働
省
年
金
局
と
協
議
を
継
続
中
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
年
金
局
か
ら
年
金
機
構
本
部
に
対
し
、
宗
教

法
人
へ
の
加
入
促
進
通
知
の
一
時
停
止
を
指
示
。
そ
の
後

も
寺
院
に
対
し
て
加
入
案
内
が
来
た
場
合
は
、
全
日
仏
に

相
談
す
る
。

　

暖
冬
と
の
予
想
で
す
が
、
ご
法
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
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各
単
位
仏
教
会
の
紹
介

　

徳
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
場
所
に
神
山
町
が
あ
る
。
こ
の
神
山
と
い

う
名
前
は
古
く
律
令
制
以
前
、
当
地
を
含
む
地
方
を
名
方
郡｢

な
か
た
ぐ
ん｣

と

呼
ん
で
い
た
頃
か
ら
そ
の
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
字
通
り
、
神
様
が
居
ま
す

お
山
と
い
う
こ
と
で
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
る
ほ

ど
こ
こ
に
は
阿
波
一
宮
大
粟
神
社
が
あ
る
。
こ
の
社
の
伝
に
よ
れ
ば
、
祭
神
が

伊
勢
国
丹
生
の
郷
よ
り
馬
に
乗
り
こ
の
地
に
来
て
、
粟
を
広
め
人
々
を
救
っ
た

の
だ
と
い
う
。
「
粟
の
国
」
が
「
阿
波
の
国
」
に
な
っ
た
の
は
和
銅
六
年

(

七

一
三
年

)

元
明
天
皇
に
よ
る
好
字
令
で
、
地
名
を
二
字
で
表
記
す
る
た
め
に｢

粟｣

は｢

阿
波｣

に
変
更
さ
れ
の
だ
と
い
う
か
ら
、
阿
波

(

粟

)

の
国
は
、
こ
こ

神
山
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
説
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
の
我

が
町
は
昭
和
三
〇
年

(

一
九
五
五
年

)
三
月
三
十
一
日
に
阿
野
村
、
神
領
村
、

鬼
籠
野
村
、
下
分
上
山
村
、
上
分
上
山
村
の
五
ケ
村
が
合
併
し
て
発
足
。
現
人

口
約
六
千
人
。
果
実
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
ス
ダ
チ
の
生
産
は
徳
島
県

が
全
国
の
九
十
九
％
を
占
め
て
い
る
が
、
徳
島
県
内
で
は
神
山
町
が
二
十
四
％

を
占
め
県
内
最
大
で
あ
っ
て
、
日
本
一
の
産
地
で
あ
る
。
花
が
美
し
い
ヒ
オ
ウ

ギ
（
檜
扇
）
の
生
産
も
盛
ん
で
あ
り
、
京
都
の
祇
園
祭
や
大
阪
の
天
神
祭
の
際

に
各
家
々
で
悪
霊
退
散
を
願
っ
て
活
け
ら
れ
る
大
半
は
こ
こ
の
物
だ
。
な
お
、

い
ち
早
く
光
回
線
を
整
備
し
た
甲
斐
あ
っ
て
か
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
進
出
が
相
次
ぎ
、
町
発
足
以
来
初
め
て
社
会
動
態
人
口
が
増
加
に
転

じ
て
い
る
。

　

そ
の
様
な
町
環
境
の
下
、
神
山
町
仏
教
会
は
京
都･

西
本
願
寺
を
本
山
と
す

る
浄
土
真
宗
寺
院
が
一
ケ
寺
、
香
川･

善
通
寺
を
本
山
と
す
る
真
言
宗
寺
院
が

一
ケ
寺
、
京
都･

仁
和
寺
を
本
山
と
す
る
真
言
宗
寺
院
が
五
ケ
寺
、
和
歌
山･

金

剛
峯
寺
を
本
山
と
す
る
真
言
宗
寺
院
が
六
ケ
寺
の
合
計
十
三
ケ
寺
の
集
ま
り
で

あ
る
。
年
に
一
回
以
上
の
会
議
と
春
彼
岸
の
頃
に
会
所
持
ち
回
り
に
て
戦
没
者

の
追
悼
慰
霊
法
要
を
年
中
の
行
事
と
し
て
い
る
。
仏
教
者
と
し
て
世
の
平
和
を

祈
り
、
仏
教
者
と
し
て
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
差
し
障
り
や
差
別
的
概
念
か
ら
の
自

立
救
済
の
智
慧
手
引
き
を
得
る
た
め
に
、
会
員
諸
寺
院
は
出
来
る
限
り
県
仏
教

会
の
催
し
に
参
加
し
、
ま
た
個
々
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て

い
る
。
物
の
興
廃
は
必
ず
人
に
由
る
の
だ
と
い
う
。
な
ら
ば
興
す
行
人
と
成
る

た
め
に
。

神
山
町
仏
教
会

　

鳴
門
市
仏
教
会

(

会
長
東
林
院
近
藤
龍
彦
住
職

)

は
、
鳴
門
市
内
の
寺
院
を

中
心
に
四
十
七
ケ
寺
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
宗
派
は
、
高
野
山
真
言
宗
二
十

九
ケ
寺
、
真
言
宗
智
山
派
一
ヶ
寺
、
浄
土
宗
四
ケ
寺
、
浄
土
真
宗
八
ケ
寺
、
本

門
法
華
宗
二
ケ
寺
、
臨
済
宗
三
ケ
寺
で
す
。

　

当
会
は
、
昨
年
平
成
二
十
七
年
で
創
立
九
十
周
年
に
な
り
、
毎
年
色
々
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
主
に
次
の
六
つ
の
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一　

四
月
八
日
の
花
ま
つ
り
は
、
大
き
な
象
の
背
に
立
つ
お
釈
迦
様
を
車
に
乗

せ
て
、
鳴
門
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
そ
の
後
保
育
園
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
に
風
船
と
お
菓
子
を
渡
し
、
お
話
を
聞
か
せ
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
（
写
真
参
照
）

二　

六
月
に
は
夏
期
講
習
会
と
し
て
、
毎
年
各
宗
派
の
布
教
師
の
先
生
を
招
き
、

法
話
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
創
立
九
十
周
年
記
念
大
会
と
し
て
真
言

宗
の
持
ち
番
と
な
り
、
海
部
郡
の
鯖
大
師
本
坊
御
住
職
の
柳
本
明
善
師
に
講
演

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

三　

八
月
二
十
一
日
に
は
、
夜
七
時
か
ら
鳴
門
市
文
化
会
館
前
の
撫
養
川
に
て

灯
龍
流
し
の
行
事
を
し
て
い
ま
す
。
市
内

で
亡
く
な
り
三
年
目
を
迎
え
た
約
四
百
体

の
ぼ
ん
ぼ
り
を
船
に
乗
せ
て
川
に
流
す
の

で
す
。
そ
の
風
景
は
非
常
に
美
し
く
幻
想

的
で
も
あ
り
ま
す
。

四　

秋
の
彼
岸
に
は
、
市
内
を
三
地
区
の

会
場
に
分
け
、
会
所
と
な
る
寺
院
の
本
堂

に
遺
族
の
お
参
り
を
受
け
て
、
戦
没
英
霊

の
供
養
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五　

年
一
回
、
近
畿
中
国
地
方
方
面
へ
の

日
帰
り
参
拝
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六　

年
三
回
、
機
関
紙｢

仏
教
な
る
と｣

を

発
行
し
て
い
ま
す
。
現
在
百
二
十
三
号
を

迎
え
、
仏
教
会
の
後
援
組
織｢

仏
教
護
持

会｣

の
会
員
様
を
中
心
に
年
一
千
部
程
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

鳴
門
市
仏
教
会

（２）平成２８年１月１日 県仏だより 第６号
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各
宗
派
の
紹
介

　

一
二
五
三
（
建
長
五
）
年
四
月
二
十
八
日
、

千
葉
県
鴨
川
市
に
あ
る
千
光
山
清
澄
寺
の

旭
森
山
頂
に
お
い
て
、
太
平
洋
か
ら
上
る

朝
日
に
向
か
っ
て
日
蓮
聖
人
が
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」
と
お
唱
え
に
な
ら
れ
た
こ
の

日
を
も
っ
て
、
日
蓮
宗
開
宗
の
日
（
立
教

開
宗
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
蓮
宗
管
長
は
内
野
日
総
（
総
本
山
身

延
山
久
遠
寺
法
主
）
第
五
十
二
代
目
。
日

蓮
宗
宗
務
総
長
は
小
林
順
光
、
日
蓮
宗
宗

務
院
は
東
京
都
大
田
区
池
上
本
門
寺
の
近

く
に
あ
る
。

　

総
本
山
と
主
な
大
本
山
は
日
蓮
聖
人
の
晩
年
安
住
の
地
、
墓
所
が
あ
る
総
本

山
・
身
延
山
久
遠
寺
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
）
、
ご
入
滅
の
地
で
あ
る
大

本
山
・
池
上
本
門
寺
（
東
京
都
大
田
区
池
上
）
。
そ
の
他
大
本
山
六
ヶ
寺
、
本

山
四
十
五
ヶ
寺
が
あ
る
。
全
国
寺
院
数
（
結
社
、
教
会
も
含
む
）
は
五
一
七
八
ヶ

寺
、
教
師
数
八
二
六
二
人
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
一
二
二
二
（
貞
応
元
）
年
二
月
十
六
日
、
現
在
の
千
葉
県
鴨
川

市
小
湊
に
漁
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
の
と
き
、
生
家
近
く
に
あ
る
当
時

天
台
宗
で
あ
っ
た
「
清
澄
寺
」
（
現
、
日
蓮
宗
）
で
学
び
、
十
六
歳
の
と
き
出

家
得
度
を
し
て
僧
侶
と
し
て
修
行
に
励
ま
れ
た
。

　

若
き
日
の
日
蓮
聖
人
は
、
鎌
倉
、
比
叡
山
、
高
野
山
な
ど
で
諸
経
・
諸
宗
の

教
学
を
学
ん
で
ゆ
く
中
で
、
「
法
華
経
」
こ
そ
が
末
法
の
世
の
人
々
を
救
う
こ

と
の
で
き
る
唯
一
の
経
典
で
あ
る
こ
と
を
確
信
さ
れ
た
。
三
十
二
歳
の
と
き
清

澄
寺
へ
戻
り
、
朝
日
に
向
か
っ
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
唱
え
、
「
法
華
経
」

を
世
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
誓
願
を
立
て
「
日
蓮
」
と
自
ら
命
名
さ
れ
た
。

　

日
蓮
聖
人
は
「
法
華
経
」
が
末
法
で
唯
一
成
仏
の
法
で
あ
る
と
説
か
れ
、
そ

の
お
題
目
で
あ
る
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
に
は
法
華
経
の
精
神
が
含
ま
れ
、
こ

の
お
題
目
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
功
徳
を
頂
く
こ

と
が
で
き
る
と
示
さ
れ
た
。
し
か
し
他
宗
の
信
徒
か
ら
の
反
感
を
買
い
、
多
く

の
法
難
に
遭
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
二
六
〇
（
文
応
元
）
年
に
は
「
正

し
い
法
を
立
て
る
こ
と
が
国
を
安
定
さ
せ
る
」
と
示
さ
れ
た
「
立
正
安
国
論
」

を
前
執
権
の
北
条
時
頼
に
奉
呈
さ
れ
た
が
聞
き
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
晩
年
は
、
安
住
の
地
と
し
て
身
延
山
（
山
梨
県
身
延
町
）
へ
ご
入
山
、
九

年
間
弟
子
の
育
成
や
「
法
華
経
」
を
講
じ
た
。
し
か
し
体
調
を
崩
し
療
養
の
た

め
常
陸
（
茨
城
県
）
の
温
泉
へ
向
か
う
途
中
、
信
者
の
池
上
宗
仲
の
館
（
東
京

都
大
田
区
池
上
）
に
お
い
て
、
定
め
た
六
人
の
弟
子
に
後
を
託
し
、
一
二
八
二
（
弘

安
五
）
年
十
月
十
三
日
六
十
一
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。

　

宗
門
で
は
「
い
の
ち
に
合
掌
」
と
「
お
題
目
結
縁
運
動
」
で
す
べ
て
の
人
に

合
掌
の
大
切
さ
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
伝
え
る
活
動
を
行
い
、
そ
の
一
環
と
し
て

毎
年
「
い
の
り
ん
ぴ
っ
く
」

と
い
う
一
般
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
「
東
京
デ

ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１

５
」
に
「
生
老
病
死
～
生

き
る
喜
び
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
と
題
し
て
生
き
る
喜

び
を
現
代
デ
ザ
イ
ン
で
表

し
初
出
展
、
来
場
者
の
関

心
と
注
目
を
集
め
た
。

　

徳
島
県
に
は
十
ヶ
寺
し

か
な
く
全
国
で
最
も
寺
院

が
少
な
い
が
、
立
教
開
宗

の
四
月
二
十
八
日
は
眉
山

山
頂
に
お
い
て
仰
天
法
要

を
行
い
、
一
月
の
寒
の
入

り
（
五
日
あ
た
り
）
か
ら

一
か
月
間
毎
夜
、
市
内
を

お
題
目
を
唱
え
な
が
ら

回
っ
て
歩
く
「
寒
行
」
を

行
っ
て
い
て
「
寒
行
さ
ん
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
文　

徳
島
市
妙
永
寺　

長
崎
一
隆
）

日
蓮
宗

日蓮聖人

身延山久遠寺本堂
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真
言
宗
は
、
弘
法
大
師
空
海
が
平
安
時

代
初
期
に
大
成
し
た
真
言
密
教
の
教
え
を

教
義
と
す
る
教
団
で
す
。　
　
　
　
　
　

　

真
言
密
教
の
「
真
言
」
と
は
、
仏
の
真

実
の
「
こ
と
ば
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
こ
と
ば
」
は
、
こ
の
世
界
に
隠
さ

れ
た
人
間
の
言
語
で
は
表
現
で
き
な
い
秘

密
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
隠
さ
れ
た
意
味
こ
そ
が　

真
実
で
あ
り
、

そ
れ
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
教
え
が
「
密

教
」
で
す
。

　

密
教
の
修
行
を
三
密
瑜
伽
と
い
い
、
仏

の
身
（
み
）
と
口
（
く
ち
）
と
意
（
こ
こ
ろ
）

の
秘
密
の
は
た
ら
き
（
三
密
）
と
行
者
の

三
密
と
が
互
い
に
感
応
（
三
密
加
持
）
し
、

仏
と
行
者
と
が
一
体
の
境
地
に
な
る
瞑
想
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
密
教
の
仏
は
、
宇
宙
（
法
界
）
の
真
理
そ
の
も
の
（
法
）
で
あ
り
、「
法
」

が
身
体
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
の
が
仏
で
す
。
こ
の
法
身
仏
つ
ま

り
法
界
の
真
理
そ
の
も
の
が
私
た
ち
に
直
接
真
理
の
智
慧
を
説
い
て
い
る
様
が

「
法
身
説
法
」
で
あ
り
、
こ
の
時
空
が
三
密
加
持
の
境
地
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

即
ち
、
真
言
宗
と
は
、
仏
と
法
界
の
力
（
加
持
力
）
を
前
提
と
す
る
修
法
に
よ
っ

て
、
仏
の
智
慧
を
さ
と
り
、
自
ら
に
功
徳
を
積
み
、
衆
生
の
救
済
を
目
指
す
実

践
的
な
宗
派
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
高
野
山
真
言
宗
は
、
高
野
山
奥
之
院
・
弘
法
大
師
御
廟
を
信
仰
の
源

泉
と
し
、
壇
上
伽
藍
を
修
学
の
場
所
と
し
て
、
真
言
密
教
の
教
え
と
伝
統
を
今

日
に
伝
え
て
い
ま
す
。

徳
島
県
内
の
概
要

　

県
内
の
高
野
山
真
言
宗
に
所
属
す
る
寺
院
は
二
四
二
ヶ
寺
、
僧
侶
は
三
二
〇

名
余
り
で
す
。
そ
の
内
鳴
門
市
お
よ
び
板
野
郡
を
中
心
と
す
る
県
北
の
六
七
ヶ

寺
が
阿
波
宗
務
支
所
、
徳
島
市
以
南
と
県
西
部
を
中
心
と
す
る
一
七
五
ヶ
寺
が

徳
島
宗
務
支
所
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
内
に
自
治
布
教
団
や
青
年
教
師
会
、

寺
族
婦
人
会
の
組
織
が
あ
り
、
布
教
活
動
や
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
高
野
山
開
創
千
二
百
年
の
年
で
あ
り
、
本
山
で
の
記
念
大
法
会
に
出
仕
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
組
寺
や
結
衆
寺
院

(

真
言
宗
の
他
派
も
含
む

)

単
位
で
も
、
様
々
な
法
会
や
布
教
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

宗
派
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
（
主
な
法
会
）

二
月
三
日 

星
供
（
星
ま
つ
り
）
節
分
の
夜
に
星
を
供
養
し
一
年
の
幸
せ
を
願

い
ま
す
。

二
月
一
五
日 

常
楽
会

(

涅
槃
会

)

お
釈
迦
さ
ま
の
ご
入
滅
日
に
遺
徳
を
偲
び

ま
す
。

三
月
二
一
日 

正
御
影
供 

お
大
師
さ
ま
の

ご
入
定
日
に
報
恩
を
捧
げ
ま
す
。

四
月
八
日 

佛
生
会

(

花
ま
つ
り

)
 

お
釈

迦
さ
ま
の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
す
。

六
月
一
五
日 

誕
生
会(

宗
祖
降
誕
会)

 

お
大
師
さ
ま
の
お
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

す
。

八
月(

お
盆)

 

盂
蘭
盆
会
お
よ
び
棚
経 

ご
先
祖
さ
ま
の
霊
を
お
迎
え
し
供
養
し
ま

す
。

十
一
月
中
旬 

お
十
夜
法
会 

ご
先
祖
さ
ま

の
霊
を
お
呼
び
出
し
し
供
養
し
ま
す
。 

檀

信
徒
が
投
げ
銭
を
し
て
供
養
す
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
修
正
会
、
彼
岸
会
、
土
砂
加
持

法
会
、
大
般
若
経
転
読
法
会
、
柴
燈
護
摩

供
や
戦
没
者
慰
霊
祭
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
徳
島
県
真
言
宗
不
二
会
と

し
て
、
大
覚
寺
派
、
御
室
派
、
善
通
寺
派

と
も
連
携
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
文　

徳
島
市
地
蔵
院　

鷲
野
良
文
）

高
野
山
真
言
宗

高野山開創千二百年記念法会

柴燈護摩 (中津峰山如意輪寺 )
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戦
没
者
英
霊
過
去
帳
慰
霊
法
要

　

九
月
二
十
五
日
、
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
に
お
い
て
戦
没
者

英
霊
過
去
帳
慰
霊
法
要
を
厳
修
し
、
徳
島
県
ビ
ル
マ
会
を
中

心
と
し
た
戦
没
者
遺
族
の
方
、
約
百
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ゴ
ダ
一
階
ホ
ー
ル
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
戦
没
者
過
去

帳
・
大
東
亜
戦
没
者
並
び
に
殉
国
英
霊
の
位
牌
を
安
置
し
、

徳
島
県
仏
教
会
岡
部
義
典
理
事
長
に
よ
る
洒
水
・
達
嚫
の
後
、

来
賓
と
し
て
徳
島
県
遺
族
会
上
浦
喜
代
志
副
会
長
よ
り
慰
霊

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
岡
部
理
事
長
を
導
師

と
し
て
十
五
名
の
各
宗
僧
侶
に
よ
る
読
経
が
行
わ
れ
、
参
列

者
は
戒
名
が
書
か
れ
た
塔
婆
を
納
め
、
焼
香
を
し
て
戦
没
者

の
供
養
を
行
い
ま
し
た
。
法
要
終
了
後
は
徳
島
県
仏
教
会
近

藤
龍
彦
副
理
事
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
以
前
か

ら
会
所
と
し
て
使
っ
て

い
た
眉
山
山
頂
の
食
堂

が
閉
鎖
に
な
り
、
阿
波

踊
り
会
館
か
ら
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
使
っ
て
の
移

動
と
な
り
、
ご
出
仕
い

た
だ
き
ま
し
た
諸
大
徳

の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
致
し
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

（
平
和
の
塔
委
員
会
）

県
仏
教
会
の
慶
弔
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
用
紙
は
県
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。h

t
t
p
:
/
/
t
o
k
u
k
e
n
b
u
t
s
u
.
c
o
m

慶
事　

一　

御
住
職
の
結
婚
（
住
職
に
限
る
）
二　

本
堂
の
新
築
及
び
改
築

弔
事　

一　

御
住
職
の
遷
化
（
住
職
に
限
る
）

事務局
だより

同
和
問
題
に
と
り
く
む

　
　
　
　
　
　

宗
教
者
研
究
集
会

　

「
同
和
問
題
に
と
り
く
む
徳
島
県
宗
教
者
連
帯
会
議
」
主
催

の
第
三
十
回
同
和
問
題
に
と
り
く
む
宗
教
者
研
究
集
会
が
、

九
月
十
七
日
、
徳
島
市
内
の
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
連
帯
会
議
は
、
徳
島
県
内
の
各
宗
教
関
係
者
・
宗
教

団
体
代
表
者
（
仏
教
会
、
天
理
教
会
、
神
社
庁
、
キ
リ
ス
ト
教
、

黒
住
教
）
を
も
っ
て
構
成
し
、
同
和
問
題
の
解
決
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
第
三
十
回
を
む
か
え
た
今
回

の
研
究
集
会
は
、
実
践
報
告
と
し
て
、
浅
川
雄
康
氏
（
阿
南
市
・

真
言
宗
大
覚
寺
派
光
明
寺
住
職
）
が
演
題
「
部
落
差
別
と
ハ

ン
セ
ン
病
差
別
・
・
・（
四
国
遍
路
の
お
接
待
を
巡
っ
て
）・
・
・
」

と
し
て
実
践
報
告
を
行
い

（
写
真
）
、
講
演
と
し
て
、

清
水
展
人
氏
（N
P
O

法
人

J
a
p
a
n
 
G
I
D
 
F
r
i
e
n
d
s
 

理

事
長
、
吉
野
川
市
人
権
講

師
団
講
師
）
に
演
題
「
性

別
違
和
を
乗
り
越
え
て

『
自
分
ら
し
く
生
き
る
』

～
一
隅
を
照
ら
す
社
会
を

め
ざ
し
て
～
」
と
し
て
講

演
を
頂
き
、
参
加
者
は
人

権
問
題
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

(

人
権
問
題
委
員
会
）

編
集
後
記
○
当
会
事
務
局
次
長
の
真
言
宗
大
覚
寺

派
薬
師
寺
（
徳
島
市
川
内
町
）
石
本
憲
正
住
職
が

昨
年
の
秋
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
○
「
県
仏
だ
よ
り
」
で
は
所
属
仏
教
会
か

ら
の
告
知
な
ど
、
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。


